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論文要
者の属性」についても比較を試みたが、坐禅の初心者と熟
達者の脳波の違いが顕著に現れたことは、先行研究（安東 
1978）における研究結果の考察と一致することも確認され
た。（図３）
　研究Ⅱにおいては、研究Ⅰの実験の結果をふまえ、坐禅
の学習者にストレスを与えないような実験環境を試みた。
つまり、心拍変動と脳波の測定に関しては、昨今のICT技
術の向上により民生用に販売されている測定器でも十分な
機能と精度を持ち研空用として活用できる様になってきて
いるとの認識のもと（平井ほか 2012）（坂本ほか 2012）（梅
澤ほか 2016）、体に装着し続けても負担にならない小型・
軽量の民生機器を使用した。被験者は坐禅未経験者から熟
達者までの19名とした。対面指導と遠隔指導の計測結果を
t検定（対応あり）にかけたが心拍変動、脳波とも瞑想安定
期に至るまでの時間および坐禅開始後の時系列による瞑想
度合いに関して有意差は得られなかった（心拍変動：
p=0.816、脳波：p=0.828）。
図２　簡易的なポータブル脳波計
図３　坐禅中の心拍変動測定
４．結論
　本研究の総合考察を行った。また、今後の展望について
も述べ、さらに、次に予定する研究についても示した。本
研究では、これまであまり行われてこなかった身体動作を
伴う実技の習得に関する「同期的」な遠隔指導を、ICTを
活用し、有効に機能するかについて実際に検討を行った。
実験結果によって、それらが有効に機能することが示唆さ
れたことにより、地理的・時間的制約による指導者不足を
解消することも可能となった。また、本研究では、身体動
作のスキル獲得の為に、これまで盛んに行われてきた非同
期的オンディマンドeラーニングではなく、同期的な遠隔
学習を実施した。ICTを活用することによって、レッスン
などの映像を繰り返し省みることが長所となるが、本研究
で提案した同期的な遠隔学習のメリットとして、学習者・
教授者ともに、その場で質問やアドヴァイスを行うことが
可能となった。これらの要因も遠隔指導が従来の対面指導
同様に有効に機能した結果を導いたと考える。
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